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特
集　
な
ぜ
村
の
水
道
料
金
は
高
い
の
か

28%の値上げ!?28%の値上げ!?
なぜ村の水道料金は高いのか

水道
料金

平
均

5 河南町 3525円
6 藤井寺市
7 交野市 3227円
8 泉南市 3204円
9 太子町 3190円

10 岸和田市 3157円
11 阪南市 3122円
12 泉大津市 3113円
13 熊取町 3090円
14 田尻町 3070円
15 松原市 3067円
16 忠岡町 3047円
17 河内長野市 2975円
18 島本町 2926円
18 泉佐野市 2926円
20 四條畷市 2923円
21 箕面市 2907円
22 高石市 2845円
23 豊中市 2838円
24 富田林市 2816円
25 摂津市 2778円
26 八尾市 2772円
27 池田市 2750円
28 羽曳野市 2744円
29 門真市 2723円
30 吹田市 2706円
30 大阪狭山市 2706円
32 柏原市 2678円
33 寝屋川市 2600円
34 東大阪市 2598円
35 大東市 2582円
36 和泉市 2574円
37 守口市 2572円
38 堺市 2464円
39 高槻市 2420円
40 貝塚市 2409円
41 枚方市 2290円
42 大阪市 2112円
43 茨木市 2035円

全体平均 2975円
町村平均 3711円

3278円

1 能勢町 4955円
1 豊能町 4955円

3 千早赤阪村
4 岬町 3810円

4433円

府下市町村水道料金ランキング

※R7.9.1現在（口径13mm 20㎥/月使用の場合）

●運営は企業団なのに、別会計!?
村の上水道は平成29年より大阪広域水道企業団に統合されていま

す。しかし、会計は市町村単位で別会計となり、千早赤阪村の水道
に必要な費用は千早赤阪村の住民が負担しなければならないしくみ
となっています。
水道企業団では設立以来、府内43市町村の上水道を統合する「府

域一水道」を目指していますが、町村と大都市圏との価格差が大き
く、いまだに統合の道筋は見えません。
村議会としても「府域一水道」の実現を強く要望していきます。

Column

1
理由

水源の枯渇
岩井谷浄水場で取水されている水が村
の６割を占めていますが、年々水量が
減少しており、水道企業団から購入す
る水の量が増加しています。

村内連絡管の整備

2
理由

今は企業団水を川野辺から受け入れて
いますが、配水の安定化のため、新た
に小吹台方面から配管をつなぐ工事を
行っています。

7697人

4273人

昭和60年 令和7年

急激な人口の減少

3
理由

村の人口は最盛期には８千人に迫るほ
どでしたが、今は４千人強と半分近く
にまで減っています。人口減少により
水道使用量も大きく減少しています。

3424人の減少

28％の値上げが必要となる理由は!?

大阪広域水道企業団より平均28％の値上げの方針が示されました（水道管の口径や使用量によ
り値上げ幅は変動します）。もともと千早赤阪村の水道料金は府下でも３番めに高かったのです
が（左記参照）、28％の値上げが実施されると府下で最も水道料金の高い自治体となってしまい
ます。今、水道はどのような状況なのか。議会として改めて水道の現状をまとめました。

4,433円
〈現行〉

5,595円
〈令和９年～11年〉

※モデルケース
口径13mm 20㎥/月使用の場合

財政難ではありますが、村は年間3600万円を補助金として負担する予定となっています。もし村負担分がなければ
水道料金は6760円となり、実に52.5％もの値上げとなってしまいます。
ただし、これはあくまで３年間の経過措置に過ぎません。現在の試算ではわずか３年後にさらなる値上げが必要

とされており、想定額はなんと7704円！現状からすると実に74％もの大幅増になります。
これまで大幅な値上げを行ってこなかったツケという側面があることも確かですが、無駄な予算の削減に努め、

ふるさと納税などの収入増加策にしっかりと注力していただいて、村民に過度な負担を強いることのないように求
めていきたいと思います。

村は年間3600万円の支援を予定

9/13（日）に大阪広域水道企業団による説明会が行われました

（億）

0.5

10年間の平均
国負担 2419万
村負担 7081万

R6

村

国

R7

村

国

R8

村

国

R9

村

R10

村

R11

村

大阪広域水道企業団への統合に際し、令和8年までの10年
間、村が年8800万円負担する取り決めとなっていました。
その間は国の補助を受けられましたが、その補助も令和8

年で終了となり、以後は村の負担のみで運営していかなけれ
ばならなくなります。村の財政難が水道料金にも影響してい
ると言えます。

◆国の補助が令和８年で終了

◆負担額の推移
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９月定例会　議決結果
〇全会一致で承認・可決・認定・同意された案件

議　案　名　 主　な　内　容
教育委員会委員の任命について 東條由紀子氏を同意

千早赤阪村附属機関に関する条例の改正について 千早赤阪村学校運営協議会を教育委員会の
附属機関に追加

千早赤阪村報酬及び費用弁償条例の改正について 学校運営協議会委員の報酬を追加

千早赤阪村下水道事業の設置等に関する条例の改正について 地方自治法の改正による

千早赤阪村消防団員等公務災害補償条例の改正について 非常勤消防団員等に係る損害補償の改正

令和８年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号） 小中学校への防犯カメラ設置工事等

令和８年度千早赤阪村介護保険特別会計補正予算（第１号） 前年度決算に伴う繰越金等の確定
国庫負担金及び府支出金の返還金の確定

令和７年度千早赤阪村一般会計歳入歳出決算認定について

令和７年度各会計の決算認定
令和７年度千早赤阪村介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

令和７年度千早赤阪村下水道事業会計歳入歳出決算認定に
ついて

令和８年度千早赤阪村一般会計補正予算（第４号） 村道冷水線の路肩崩壊復旧工事

工事請負契約の締結について 村立中学校トイレ等改修工事

○賛否の分かれた案件

各議員の審議結果
○ ･･･賛成　● ･･･反対　退 ･･･退席　欠 ･･･欠席　議 ･･･議長

結　果

田
村　

陽

井
上
浩
一

中
野
智
子

南
本　

斎

畑
智
惠
美

尾
崎
充
宏

建
石
和
則

千早赤阪村行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の改正について

原案可決 議 〇 〇 〇 ● 〇 〇

令和７年度千早赤阪村国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 議 〇 〇 〇 ● 〇 〇

令和７年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 認定 議 〇 〇 〇 ● 〇 〇

〇条例改正に対する討論

（反対討論）
マイナンバー制度により個人情報が、個人の同意を得ることなく集積されることは、住民にとっての利
便性や行政事務の効率化以上に、憲法が定めるプライバシー権侵害などの観点からの問題を抱えている。
さらに、情報漏洩のリスクも懸念される。

（賛成討論）
国が進める予防接種事務デジタル化は、マイナンバーカードを活用し、接種履歴の確認、誤接種の予防
などの公衆衛生行政の向上に資すると期待できるもの。セキュリティ意識の徹底、委託先の厳格な管理
に万全を期することを願う。
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議
長
コ
ラ
ム
・
今
月
の
表
紙

表紙写真
大募集�

議会だより「ちはやあかさか」の表紙を飾って
いただけるお子様の写真を募集しています。

【募集内容】
０歳から小学生程度のお子様の写真（複数人でもかまいません）
【応募方法】
写真掲載ご希望の方は千早赤阪村議会事務局までお電話または村ホーム
ページ（村議会）にてご連絡ください。
議会事務局　TEL 0721-26-7168　

▼
豪
雨
災
害 

８
月
に
入
り
、
立
て
続

け
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
８
月
13
日
～
14

日
に
か
け
て
は
千
葉
県
に
て

線
状
降
水
帯
が
発
生
。
１
時

間
に
１
１
５
ミ
リ
、
24
時
間

に
３
６
７
ミ
リ
と
い
う
記
録

的
な
雨
量
が
観
測
さ
れ
大
雨

特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
石
川
県
・
富
山
県
で
は

８
月
27
日
に
大
雨
特
別
警
報

が
発
令
さ
れ
、
床
上
床
下
浸

水
が
約
80
棟
発
生
、
２
７
０

世
帯
が
孤
立
し
ま
し
た
。
９

月
８
日
に
は
愛
知
県
で
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
、
氾
濫
特

別
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
ま

す
。 ま

た
世
界
で
は
ネ
パ
ー
ル

で
大
規
模
な
氷
河
の
崩
落
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
環
太
平

洋
で
は
火
山
の
噴
火
や
巨
大

地
震
も
発
生
し
て
お
り
、
日

本
を
と
り
ま
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

 ▼
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
、
空
を
飛
ぶ 

一
方
心
躍
る
ニ
ュ
ー
ス
も

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
９

月
14
日
、
万
博
レ
ガ
シ
ー
の

一
環
と
し
て
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク

（
ワ
ク
ワ
ク
）
が
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
っ
て
空
を
飛
び
、

金
剛
山
の
ち
は
や
園
地
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
11
月
下

旬
ま
で
当
地
に
て
展
示
予
定

で
す
（
ち
は
や
の
森
ワ
ク
ワ

ク
フ
ェ
ス
）。 

今
回
も
吉
村
洋
文
大
阪
府

知
事
が
金
剛
山
ま
で
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
り
、
令
和
８
年

に
な
っ
て
3
度
目
の
来
村
と

な
り
ま
し
た
。 

「村水道関連施設」今月の表紙

ろ過機 岩井谷取水口 沈でん池

議
長
コ
ラ
ム

議
長
コ
ラ
ム

村
議
会
議
長�

田
村 

陽
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

　
子
ど
も
た
ち
の
安

全
安
心
の
学
習
環
境
を

保
障
す
る
た
め
に
、
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
は
、喫
緊
の
課
題
。

　

水
分
補
給
や
休
憩

時
間
を
設
け
る
な
ど
細

か
い
対
応
を
と
っ
て
い

る
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
総
合

的
に
検
討
す
る
。

　
小
学
校
体
育
館
は
指
定

避
難
所
で
あ
る
。
避
難
所
の

環
境
整
備
と
し
て
も
必
要
で

は
。

　

自
治
防
災
課
と
協
議
し

な
が
ら
、
公
共
施
設
全
体
の

課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

　
避
難
初
動
期
に
は
、
エ

ア
コ
ン
設
備
と
と
も
に
、
Ｔ

Ｋ
Ｂ
（
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ

ン
・
ベ
ッ
ド
）
の
対
応
が
必

要
。
村
と
し
て
の
体
制
は
充

分
か
。

　

備
蓄
品
は
、
避
難
所
ご

と
の
分
散
保
管
と
集
中
保
管

を
し
て
い
る
。
初
動
期
の
生

活
環
境
整
備
の
た
め
防
災
訓

練
を
地
区
ご
と
に
定
期
的
に

積
み
上
げ
る
。

歳
以
上
の
者
に
限
定
と
あ
る

が
、
多
世
代
の
交
流
の
場
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

指
定
管
理
者
と
の
協
議

を
通
し
て
検
討
す
る
。

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま

ゆ
り
や
小
吹
台
連
絡
所
の
再

編
計
画
と
併
せ
て
条
例
を
改

正
す
べ
き
で
は
。　

再
編
計

画
は
様
々
な

調
査
を
行
っ

て
お
り
、
公

共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
検

討
会
で
話
し

合
っ
て
い

る
。

　
重
層
的

支
援
体
制
整

備
事
業
の
地

域
づ
く
り
支

援
で
は
、
だ
れ
で
も
立
ち
寄

れ
る
居
場
所
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
と
思
う
が
。

　

多
様
な
人
が
利
用
で
き

る
公
共
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
再
編

の
検
討
と
連
動
さ
せ
な
が

ら
、
効
果
的
か
つ
持
続
可
能

　

子
ど
も
た
ち
の
学
習

環
境
、
避
難
所
機
能
の
充
実

か
ら
も
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
必
要
不
可
欠
。
費

用
は
５
千
万
円
ほ
ど
必
要

で
、
村
独
自
の
予
算
で
は
対

応
が
厳
し
い
と
思
う
。
国
や

府
に
対
し
て
、
財
政
的
支
援

を
要
求
し
て
ほ
し
い
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど

公
共
施
設
が
多
様
な
人

が
利
用
で
き
、
住
民
の

交
流
拠
点
と
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
60

な
形
を
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
。　

た
と
え
ば
、
役
場
の

一
階
ス
ペ
ー
ス
を
村
長
主
導

で
、
だ
れ
で
も
立
ち
寄
れ
る

居
場
所
と
し
て
検
討
し
て
ほ

し
い
。

空
き
家
対
策
・
移
住
支

援
で
、
積
極
的
な
官
民

連
携
を

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
情
報

に
よ
る
と
、
移
住
希
望
者

４
５
０
人
、
空
き
家
５
１
４

件
に
対
し
て
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
７
件
と
極
め
て
少
な
い

小中学校の体育館へのエアコンの設置を

限られた財源の中で総合的に検討する

小中学校で使用の扇風機と
超大型冷風機

が
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

村
の
空
家
対
策
計
画
を

軸
に
総
合
的
に
進
め
て
い

る
。

　
空
き
家
の
持
ち
主
へ
の

情
報
提
供
で
、
民
間
事
業
者

も
適
宜
紹
介
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
村
が

も
っ
と
主
体
的
に
関

わ
る
べ
き
で
は
。

　

空
き
家
に
関
わ

る
民
間
事
業
者
と
も

協
定
を
締
結
し
て
連

携
協
力
し
て
い
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク

の
移
住
登
録
者
の
多

く
が
村
に
魅
力
を
感

じ
て
い
る
人
だ
と
聞

い
た
。
村
に
と
っ
て

は
、
関
係
者
人
口
と

な
る
。
村
の
活
性
化

ビ
ジ
ョ
ン
と
の
関
係
性
は
。

　

現
状
を
的
確
に
把
握

し
、
村
民
の
声
や
職
員
の
創

意
工
夫
を
活
か
す
と
と
も

に
、
民
間
事
業
者
や
他
自
治

体
な
ど
外
部
の
力
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
村
の
目
指
す
姿

の
実
現
に
努
め
る
。

いきいきサロンくすのきの
談話スペース

畑智惠美議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

避難所の環境改善について

避難所である体育館施設への空調設備
の設置について検討

．樹
木
伐
採
の
そ
の

後
は

　
中
学
校
下
の
樹
木
を
府

に
伐
採
し
て
も
ら
っ
た
が
、

そ
の
後
の
対
応
は
。

　

府
に
面
側
の
樹
木
伐
採

を
行
っ
て
頂
い
た
。
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
箇
所
も
存
在
し
て
い
る
の

で
、
生
徒
の
通
学
時
の
安
全

確
保
が
重
要
な
課
題
。

　

安
全
対
策
に
つ
い
て
、

村
の
補
正
予
算
を
活
用
し
て

は
。

　

教
育
課
と
も
緊
密
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
対

策
を
総
合
的
に
検
討
す
る
。

地
区
に
加
入
し
て
い
な

い
住
民
の
状
況
は

　
地
区
に
加
入
し
て
い
な

い
住
民
の
状
況
は
。

　

十
分
に
把
握
で
き
て
い

な
い
。
村
で
は
、
地
区
や
自

治
会
に
、
広
報
紙
の
配
布
、

防
犯
灯
の
設
置
・
管
理
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
な

ど
を
お
願
い
し
て
い
る
。
加

入
さ
れ
て
い
な
い
住
民
の
方

へ
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

に
行
き
届
か
な
い
場
合
が
あ

る
。

　
加
入
者
が
減
少
す
れ
ば

地
区
の
加
入
者
の
負
担
が
増

加
。
地
区
活
動
応
援
補
助
金

は
今
年
度
で
見
直
し
と
聞
い

て
い
る
。
来
年
度
以
降
の
考

え
は
。

　

環
境
美
化
活
動
や
生
活

道
の
維
持
補
修
、
防
災
事
業

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
お
り
良

い
補
助
金
で
あ
る
と
の
声
を

聞
い
て
い
る
の
で
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

が
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

村
の
空
家
対
策
計
画
を

軸
に
総
合
的
に
進
め
て
い

る
。

　
空
き
家
の
持
ち
主
へ
の

情
報
提
供
で
、
民
間
事
業
者

も
適
宜
紹
介
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
村
が

も
っ
と
主
体
的
に
関

わ
る
べ
き
で
は
。

　

空
き
家
に
関
わ

る
民
間
事
業
者
と
も

協
定
を
締
結
し
て
連

携
協
力
し
て
い
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク

の
移
住
登
録
者
の
多

く
が
村
に
魅
力
を
感

じ
て
い
る
人
だ
と
聞

い
た
。
村
に
と
っ
て

は
、
関
係
者
人
口
と

な
る
。
村
の
活
性
化

ビ
ジ
ョ
ン
と
の
関
係
性
は
。

　

現
状
を
的
確
に
把
握

し
、
村
民
の
声
や
職
員
の
創

意
工
夫
を
活
か
す
と
と
も

に
、
民
間
事
業
者
や
他
自
治

体
な
ど
外
部
の
力
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
村
の
目
指
す
姿

の
実
現
に
努
め
る
。

小吹台集会所 B ＆ G 海洋センター

いきいきサロンやまゆり

中学校通学路　ガードレール
設置前（上）と設置後（下）

地区ごみ集積所

　
村
の
避
難
所
の
大
半
に

は
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。必
要
で
は
な
い
か
。

　

避
難
所
の
冷
房
設
備
の

整
備
は
重
要
な
課
題
。
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
だ
が
、
避

難
所
で
あ
る
体
育
館
施
設
へ

の
空
調
設
備
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま

ゆ
り
の
再
整
備
と
あ
わ
せ
て

は
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
・
小
吹
台
連
絡
所
な
ど
周

辺
公
共
施
設
の
機
能
集
約
も

視
野
に
入
れ
、
世
代
間
交
流

の
場
と
し
て
、
ま
た
災
害
時

に
は
地
域
の
防
災
拠
点
と
し

て
も
活
用
で
き
る
、
複
合
的

な
施
設
整
備
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
。

尾崎充宏議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

　
独
立
採
算
が
原
則

で
あ
る
水
道
事
業
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
考
え

で
、
毎
年
８
８
０
０
万

円
を
一
般
会
計
か
ら
負

担
し
て
き
た
の
か
。

　

水
道
企
業
団
に
統

合
し
た
平
成
29
年
か
ら

10
年
間
８
８
０
０
万
円
を
繰

り
出
し
て
き
た
。
岩
井
谷

の
水
源
が
渇
水
傾
向
に
あ

り
、
施
設
の
老
朽
化
、
耐
震

化
の
遅
れ
な
ど
を
解
消
す
る

た
め
、
企
業
団
で
は
村
内

に
企
業
団
水
を
供
給
で
き

る
よ
う
整
備
を
進
め
て
き

た
。
水
道
整
備
に
は
、
当
初

13
億
２
千
万
円
を
試
算
し
、

国
か
ら
は
統
合
か
ら
10
年

間
、
４
億
４
千
万
円
程
度
を

交
付
金
と
し
て
見
込
ん
で
、

村
は
８
億
８
千
万
円
負
担
し

て
き
た
。
地
方
財
政
措
置
さ

れ
る
制
度
も
活
用
し
、
繰
入

金
を
村
が
企
業
団
に
支
出
す

る
こ
と
で
料
金
を
抑
制
し
て

き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
の
料
金
改
定
に
際

し
、
引
き
続
き
繰
出
し
を
実

施
す
る
の
か
。　
　
　
　
　

響
等
を
見
通
し
た
上
で
、
持

続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
運

営
に
向
け
た
検
討
を
進
め

る
。

　
経
営
努
力
を
行
っ
て
も

不
足
す
る
場
合
は
料
金
改
定

す
る
と
い
う
考
え
な
の
か
。

　

ま
ず
は
経
営
状
況
を
把

握
し
、経
営
改
善
に
努
め
る
。

経
営
努
力
だ
け
で
は
、
将
来

的
な
財
源
不
足
を
解
消
で
き

な
い
場
合
に
は
、
使
用
料
改

定
の
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第
10
期
介
護
保
険

計
画
の
策
定
に
つ

い
て

　

第
９
期
計
画
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
や
進
捗
状
況
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　

　

要
介
護
認
定
者
数
は
計

画
値
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
推
移

で
あ
る
。
給
付
実
績
で
は
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
は
計
画
値

を
下
回
っ
て
い
る
一
方
で
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
費
は
計
画
値

を
上
回
っ
て
お
り
、
給
付
費

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
は
あ
る
が
、
住
民
生
活
を

守
る
と
い
う
考
え
に
基
づ

き
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

し
を
実
施
し
、
企
業
団
の
料

金
改
定
率
を
抑
制
す
る
こ
と

で
、
村
民
の
負
担
を
軽
減
す

る
。下

水
道
事
業
の
運
営

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
２
年
間
の
下
水
道

事
業
会
計
の
決
算
状
況
を
見

る
と
、
収
支
上
は
黒
字
に

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
依

存
す
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
村
と
し
て
ど
の
よ
う
な

経
営
の
在
り
方
を
目
指
す
の

か
。

　

経
費
回
収
率
は
約
65
％

で
、
経
営
基
盤
の
強
化
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
使
用
料

は
、
平
成
18
年
度
か
ら
改
定

さ
れ
て
い
な
い
。
経
営
状
況

を
し
っ
か
り
把
握
し
、
分
析

す
る
と
と
も
に
施
設
の
維

持
・
更
新
費
用
、
人
口
減
少

に
よ
る
使
用
料
収
入
へ
の
影

の
合
計
で
は
ほ
ぼ
計
画
通
り

に
推
移
し
て
い
る
。

　
第
10
期
の
保
険
料
策
定

に
あ
た
り
、
介
護
保
険
基
金

の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
い

く
の
か
。

　

本
村
で
は
こ
れ
ま
で
、

保
険
料
の
急
激
な
改
定
を
緩

和
す
る
た
め
基
金
を
活
用

し
て
き
た
。
次
期
計
画
で

水道料金改定に際し、一般会計からの繰
出金は
村民の負担を軽減するために繰出しを実
施する

畑田水路

は
、
給
付
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
急
激
な
保
険
料
の
高

騰
を
抑
え
る
か
が
、
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、
給

付
費
の
伸
び
や
国
の
動
向
を

見
極
め
基
金
の
活
用
を
慎
重

に
検
討
し
、
持
続
可
能
な
介

護
保
険
制
度
の
運
営
に
努
め

る
。	

	

第９期（令和６年～８年度）介護保険料（基準額）の比較

区分 基準額（月額）

村 4,666円

大阪府 7,486円

全国 6,225円

千早赤阪村の基準額（4,666 円）は大阪府で１番安く、
全国では 27 番目の安さです。
（�全国平均及び大阪府平均は各市町村の基準額に	
高齢者数を加味して算出した平均値です。）

建石和則議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

地域子育て支援拠点「ひまわり」の状
況

第２土曜の試験的開設を本格実施へ

「
千
早
赤
阪
村
森
林
整
備

計
画
」
の
取
り
組
み

　
「
森
林
整
備
計
画
」
は

市
町
村
が
義
務
と
し
て
作
成

す
る
、
村
も
平
成
29
年
度
か

ら
更
新
し
て
い
る
。
令
和
７

年
４
月
策
定
計
画
の
具
体
的

な
取
組
等
を
伺
う
。

　

村
の
森
林
は
人
工
林
が

多
く
、
多
面
的
機
能
を
持
つ

が
木
材
価
格
の
低
迷
や
担
い

手
不
足
な
ど
課
題
が
多
い
。

現
在
計
画
に
基
づ
き
間
伐
・

路
網
整
備
等
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
年
度
か
ら
は
既
存

の
資
料
を
活
用
し
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
検
討
を
進
め

る
。

　
村
の
森
林
は
約
8
割
が

人
工
林
、
重
要
資
源
だ
が
管

理
不
十
分
だ
。
危
険
箇
所
や

整
備
の
優
先
順
位
が
不
明

確
、
村
が
主
体
的
に
現
状
把

握
し
整
備
の
優
先
順
位
を
示

す
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

提
案
は
重
要
と
認
識
す

る
、
プ
ラ
ン
に
含
め
る
方
針

だ
。
林
業
関
係
者
と
意
見
交

換
を
し
つ
つ
支
援
と
整
備
を

進
め
る
。

　

意
見
交
換
は
住
民
・

登
山
者
・
観
光
関
係
者
な
ど

幅
広
く
行
い
「
優
先
順
位

マ
ッ
プ
」
は
検
討
に
と
ど
め

ず
、
完
成
時
期
を
明
確
に
設

定
し
て
取
り
組
み
、
村
が
主

体
的
に
森
林
整
備
を
進
め
る

体
制
の
構
築
を
求
め
る
。

災
害
時
の
受
援
体
制

　
災
害
時
、
応
援
職
員
を

受
け
入
れ
、
住
民
支
援
を
継

続
で
き
る
体
制
は
あ
る
の

か
。

　

村
は
受
援
計
画
を
策

定
、
国
・
府
と
の
連
携
や
応

援
職
員
受
け
入
れ
手
順
を
整

備
。
訓
練
や
派
遣
で
得
た
知

見
を
反
映
し
体
制
強
化
を
進

め
て
い
る
。

　
必
要
人
員
の
判
断
や
応

援
職
員
の
即
時
配
置
は
可
能

か
。

　

災
害
対
策
本
部
で
必
要

人
数
を
判
断
し
府
へ
要
請
。

行
政
機
能
が
麻
痺
し
た
場
合

は
府
職
員
が
自
動
派
遣
さ
れ

る
。
実
動
訓
練
で
課
題
改
善

を
図
る
。

　
地
域
力
不
足
や
受
援
側

訓
練
の
強
化
は
ど
う
進
め
る

の
か
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想

定
し
た
検
証
・
訓
練
を
実
施

し
必
要
人
員
を
具
体
化
。
地

域
・
社
協
と
連
携
し
た
自
主

防
災
訓
練
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
入
訓
練
を
継
続
し
受
援
力

を
高
め
る
。

　
「
ひ
ま
わ
り
」
は
交
流・

相
談
・
情
報
提
供
を
受
け
ら

れ
る
『
地
域
の
子
育
て
拠

点
』。
村
で
は
令
和
2
年
４

月
に
開
設
さ
れ
好
評
で
運
営

さ
れ
て
い
る
。
要
望
を
受
け

令
和
７
年
４
月
か
ら
毎
月
第

２
土
曜
日
を
試
験
的
に
開
設

し
て
い
る
が
本
格
実
施
へ
移

行
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　

令
和
７
年
度
の
延
べ
利

用
者
は
１
２
９
８
人
で
、
一

定
数
の
利
用
が
あ
り
役
割
は

果
た
せ
て
い
る
と
考
え
る
。

第
２
土
曜
日
も
平
均
9.4
人
と

一
定
数
の
利
用
が
あ
り
、
第

2
土
曜
日
に
つ
い
て
は
10
月

以
降
本
格
実
施
へ
移
行
す

る
。

　
利
用
さ
れ
る
保
護
者
の

要
望
も
変
化
し
て
い
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
さ
れ

意
見
等
聞
い
て
い
る
の

か
、
具
体
的
に
伺
う
。

　

令
和
8
年
1
月
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、

全
体
的
に
高
評
価
を
い

た
だ
い
た
。
職
員
の
努

力
と
村
の
取
り
組
み
が

成
果
を
上
げ
て
い
る
が

「
土
曜
日
の
開
室
を
増
や
し

て
欲
し
い
」
と
の
意
見
も
多

い
。

　
村
長
公
約
で
は
「
ひ
ま

わ
り
」
の
充
実
を
図
る
と
あ

る
、
更
に
土
曜
日
の
開
室
を

増
や
す
考
え
は
な
い
の
か
。

　

村
長
就
任
後
「
ひ
ま
わ

り
」
に
時
折
訪
問
し
要
望
や

意
見
を
伺
い
き
め
細
か
な
支

援
に
努
め
た
。
利
用
者
よ
り

高
評
価
を
い
た
だ
き
更
に
充

実
を
求
め
る
声
を
重
く
受
け

止
め
、
試
験
的
に
土
曜
開
室

を
1
日
追
加
し
月
2
回
開
室

の
方
向
で
調
整
し
た
い
。

井上浩一議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

　
村
と
し
て
令
和
７

年
度
決
算
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
村
の
財
政
運
営
に
つ

い
て
の
考
え
を
問
う
。

　

単
年
度
収
支
は
黒

字
、
基
金
の
増
加
も
あ

り
、
現
時
点
の
財
政
状
況
は

健
全
で
あ
る
。
今
後
、
自
主

財
源
の
確
保
と
既
存
事
業
の

見
直
し
な
ど
、
行
財
政
改
革

を
進
め
る
と
と
も
に
、
有
利

な
財
源
を
活
用
し
、
事
業
の

り
、
対
面
や
訪
問
に
よ
る
医

療
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が

最
優
先
の
責
務
。
村
内
医
療

機
関
と
連
携
強
化
を
取
り
、

質
の
高
い
医
療
を
受
け
る
体

制
の
確
保
に
努
め
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
村

の
診
療
所
と
の
役
割
は
別

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行

え
ば
、
村
の
診
療
所
機
能
や

売
り
上
げ
が
低
下
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
免
許
返
納
や
高

齢
化
で
、
医
療
機
関
通
院
困

難
者
の
増
加
、
感
染
症
流
行

時
の
緊
急
性
の
高
い
病
態
対

応
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
知
識
を
持
つ
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

住
民
が
迷
う
こ
と
な

く
、
適
切
な
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
現
在
の
休
日
診
療

や
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支

援
を
守
り
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
い
き
た
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

は
、
過
疎
化
し
た
地
域
医
療

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
医
療

体
制
で
あ
る
。
将
来
を
見
据

え
、
行
政
も
知
識
を
身
に
つ

優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画
的

に
取
り
組
む
。

　

予
算
編
成
に
は
、
必

ず
必
要
と
さ
れ
る
扶
助
費
や

人
件
費
な
ど
義
務
的
経
費
は

減
ら
し
よ
う
が
な
く
、
公
共

施
設
の
維
持
管
理
、
村
道
維

持
管
理
、
地
域
公
共
交
通
な

ど
、
経
常
的
に
必
要
な
経
費

も
あ
る
。
毎
年
、
約
40
億
の

予
算
か
ら
、
そ
れ
ら
の
経
費

を
引
い
た
残
り
の
財
源
に
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
予
算

が
組
ま
れ
る
。
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
10
年
後
に

財
政
調
整
基
金
が
枯
渇
す
る

現
状
を
、
行
政
、
議
員
、
村

民
全
員
が
、
行
財
政
改
革
へ

の
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
つ
い
て

　
医
療
機
関
が
少
な
い
本

村
で
の
病
態
管
理
や
健
康
寿

命
延
伸
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
不
可
欠
で
は
な

い
か
。

　

本
村
の
医
療
機
関
を
守

け
、
緊
急
時
に
対
応
で
き
る

体
制
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い

か
。
村
民
へ
多
く
の
情
報
を

伝
え
、
選
択
肢
を
増
や
す

き
っ
か
け
づ
く
り
を
す
べ

き
。
選
ぶ
の
は
、
村
民
。

村
制
70
周
年
記
念

事
業
「
村
民
企
画
」

に
つ
い
て

　
決
定
内
容
の
吟
味
と
公

平
性
が
十
分
で
な
い
と
思
わ

れ
る
。
村
税
を
使
っ
て
行
う

以
上
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
団
体

へ
丸
投
げ
せ
ず
、
管
理
指
導

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

実
施
団
体
の
自
主
性
や

主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
補

助
制
度
の
適
切
な
執
行
と
事

業
実
施
の
た
め
に
、
必
要
な

範
囲
で
、
確
認
、
支
援
を
行

い
、
村
民
と
の
協
働
事
業
を

円
滑
に
行
う
。

　
行
政
は
、
定
例
イ
ベ
ン

ト
と
70
周
年
記
念
事
業
と
の

違
い
を
理
解
し
て
認
定
し
た

の
か
。
募
集
か
ら
締
め
切
り

の
時
間
が
短
く
、
充
分
な
精

査
が
行
わ
れ
た
と
思
え
な

村の財政運営についての考えは

行財政改革を進め、計画的に取り組む

い
。70
周
年
記
念
事
業
に
は
、

総
額
１
３
０
０
万
円
を
使
う

こ
と
へ
の
批
判
の
声
を
聞
く

が
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
終

わ
り
、
評
価
で
き
る
内
容
に

な
る
の
か
。

　

こ
ど
も
議
会
を
は
じ

め
、
村
制
70
周
年
記
念
の
村

主
催
事
業
を
予
定
し
、
70
周

年
と
い
う
節
目
を
契
機
に
、

住
民
の
村
へ
の
愛
着
や
ほ
こ

り
を
醸
成
し
、
10
年
、
20
年

を
見
据
え
た
村
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
。

　

70
周
年
記
念
事
業
を

は
じ
め
、
提
案
か
ら
実
行
ま

で
、長
期
事
業
計
画
も
な
く
、

安
易
な
取
り
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
新
し
い
力
を
借
り
や

す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
見

直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
さ

な
け
れ
ば
、
村
内
の
力
ば
か

り
活
用
し
て
い
て
も
結
果
は

変
わ
り
よ
う
が
な
い
。
何
を

行
う
に
も
、
充
分
な
知
識
と

何
通
り
も
あ
る
方
法
論
か
ら

何
を
選
ぶ
か
、
充
分
な
検
討

を
要
望
す
る
。

中野智子議員
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一
般
質
問

掲載記事は、質問した議員の責任において作成したものです。

村コミュニティバス事業のその後の進捗
状況は
新たなコミュニティバスルートなどを
検討していく

の
考
え
が
あ
る
の
か
問
う
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は

な
い
が
、
観
光
振
興
に
つ
い

て
楠
公
史
跡
保
存
会
と
連
携

し
て
い
く
。

　
村
の
３
つ
の
国
指
定
の

史
跡
は
、
村
が
管
理
団
体
に

な
っ
て
い
る
が
、
上
赤
坂
城

跡
の
保
存
・
整
備
は
保
存
会

が
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
村

が
費
用
や
人
材
の
支
援
を
す

る
考
え
が
あ
る
の
か
。ま
た
、

楠
木
正
成
公
を
歴
史・文
化・

観
光
振
興
の
中
心
的
テ
ー
マ

に
位
置
づ
け
て
、
進
め
て
い

く
考
え
が
あ
る
の
か
問
う
。

　

保
存
会
と
の
連
携
が
重

要
と
考
え
、
ま
ず
は
検
討
か

ら
考
え
て
い
く
。

地
域
支
え
あ
い
の
基
盤

強
化
に
つ
い
て

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
展

望
を
問
う
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
対
し
、
事
業
費
や
運
営
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

近
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
よ
り
、
大

き
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。
両
組

織
と
も
引
き
続
き

支
援
を
行
い
、
連

携
し
な
が
ら
地
域

福
祉
体
制
の
構
築

に
向
け
て
取
り
組

む
。

　

両
組
織
の

方
々
は
、
村
を
支

え
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
高
齢
化

や
会
員
数
の
減
少
、
そ
し
て

費
用
面
な
ど
70
周
年
と
い
う

節
目
を
契
機
と
し
て
今
後
の

運
営
支
援
と
財
政
支
援
を
問

う
。

　

60
代
や
70
代
前
半
で
も

働
き
続
け
て
い
る
人
が
増
え

て
お
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
意
向
を
最
優
先
と
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
議

し
て
い
く
。

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
施
設
の
管
理
を
任

せ
っ
き
り
の
よ
う
に
思
う

が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を

問
う
。
そ
し
て
、
施
設
利
用

料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
問

う
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
情
報
共
有
の
方
法
を

改
め
て
検
討
し
て
い
く
。
利

用
料
の
検
討
は
、
教
育
課
所

管
施
設
全
体
で
検
討
し
て
い

く
。

　
令
和
８
年
３
月
議
会
で

質
問
し
た
、
村
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
事
業
の
進
捗
状
況

を
問
う
。

　

本
村
に
と
っ
て
、
効
果

的
で
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
る
。

　
千
早
赤
阪
村
地
域
公
共

交
通
計
画
で
は
、
令
和
８
年

度
か
ら
９
年
度
中
に
行
う
べ

き
「
実
証
・
評
価
」
に
な
っ

て
い
る
が
、
実
行
予
定
が
あ

る
の
か
を
問
う
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
や
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
ル
ー
ト
、
村
地
域
公
共

交
通
協
議
会
の
議
論
も
踏
ま

え
検
討
し
て
い
く
。

　

実
証
評
価
の
回
答
を

い
た
だ
い
て
い
な
い
。
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ル
ー

ト
の
検
討
に
入
る
と
の
答
弁

に
期
待
す
る
。

楠
公
史
跡
保
存
会
と
の

連
携
で
村
文
化
財
の
観

光
振
興
に
つ
い
て

　
一
般
社
団
法
人
楠
公
史

跡
保
存
会
が
中
心
と
な
り
、

「
千
早
赤
阪
村
城
郭
群
」
の

調
査
を
さ
れ
た
が
、
観
光
振

興
や
地
域
活
性
化
に
繋
げ
る

考
え
が
あ
る
の
か
を
問
う
。

　

村
内
の
山
城
は
民
有
地

で
あ
り
、
村
か
ら
現
地
に
案

内
す
る
の
は
困
難
。

　
確
認
さ
れ
た
山
城
群
の

保
存
と
上
赤
坂
城
跡
周
辺
の

改
善
・
整
備
に
つ
い
て
検
討

地域公共交通事業	 � （単位：円）
令和６年度
決算額

令和７年度
決算額 財源内訳

94,386,833 91,099,045
国庫支出金 428,000

特定財源（その他） 33,332,410
一般財源 57,338,635

南本 斎議員
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昨
今
の
自
然
災
害
の
激
甚
化
に

は
、
大
き
な
不
安
ば
か
り
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
人
間
社
会

が
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
地
球
温

暖
化
が
食
い
止
め
ら
れ
る
の
か
？

地
球
沸
騰
化
と
か
地
球
が
壊
れ

て
い
く
と
か
、
大
き
な
被
害
を
出
し

て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
の
崩
落

か
ら
も
あ
る
意
味
正
し
い
一
面
を

と
ら
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。こ

の
地
球
温
暖
化
対
策
の
小
さ

な
一
歩
と
し
て
、
村
で
も
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
設
置
な
ど
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
対
し
て
補
助
金
制

度
を
創
設
し
、
脱
炭
素
化
に
貢
献
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

エ
コ
サ
イ
ド
（
＝
環
境
破
壊
行

為
・
環
境
犯
罪
）
と
い
う
言
葉
を
最

近
知
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
海

洋
汚
染
や
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
戦
争
や
軍
事
活
動
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
量
は
、
世
界
の
総
排

出
量
の
数
％
を
占
め
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
推
計
も
あ
り
、
地
球

温
暖
化
に
拍
車
を
か
け
る
要
因
で
、

エ
コ
サ
イ
ド
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
、
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き

は
、
地
球
温
暖
化
対
策
で
あ
る
と
確

信
し
ま
し
た
。　
　

�

　
　
（
畑
）

広報編集委員会

委員長　　畑智惠美	 副委員長　中野智子

委員　　　井上浩一	 委員　　　南本　斎

委員　　　尾崎充宏	 議長　　　田村　陽

■
令
和
８
年
８
月
20
日（
木
）

大
阪
府
町
村
議
長
会
主
催
の
議
員
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
師　

駒
澤
大
学
名
誉
教
授

　

大
山
礼
子

テ�

ー
マ　
地
方
議
会
の「
い
ま
」と「
未

来
」
を
考
え
る

　

今
後
の
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

住
民
の
方
々
、
特
に
若
い
方
々
が
議
会

に
興
味
を
持
っ
て
貰
え
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
一

般
質
問
で
ど
の
よ
う
な
議
題
を
取
り
上

げ
る
か
。
大
山
先
生
の
意
見
を
、
自
分

の
経
験
に
ど
の
よ
う
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、一
般
質
問
を
作
り
上
げ
て
い
く
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
住
民
の
方
々

の
意
見
を
で
き
う
る
限
り
反
映
で
き
、

皆
様
の
声
が
届
く
議
会
と
な
る
よ
う
に

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
令
和
８
年
９
月
19
日（
土
）

ち
は
や
園
地
で
、
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
ワ
ク
ワ
ク
除
幕
式

　

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕

式
開
催
が
、
大
き
く
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。
当
日
、
テ
レ
ビ
局
か
ら

も
取
材
が
来
て
、
住
民
の
方
々
も
取
材

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
明
る

い
話
題
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
、

千
早
赤
阪
村
の
「
農
と
緑
の
活
性
化
ビ

ジ
ョ
ン
事
業
」
に
ど
う
つ
な
げ
ら
れ
る

か
、
議
会
で
も
し
っ
か
り
と
検
討
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�
（
中
野
）

次回定例会の予定
次回定例会の予定は、
１２月３日㈭から１２月18日㈫です。
１２月３日㈭	 本会議　初日（議案上程）
� 午前10時
１２月４日㈮	 本会議　２日目（一般質問）
� 午前10時
１２月９日㈫	 �村づくり常任委員会及び予算常

任委員会 � 午前10時
１２月18日㈮	 本会議　最終日� 午前10時
　上記日程は、状況により変更になる場合が
あります。本会議及び各種委員会は、傍聴でき
ます。（定員10人）１階フロアの設置モニター
により議会の様子を見ることができます。
本会議の様子をYouTube配信していますの
で、ぜひ視聴ください。
議会事務局　TEL 0721－26－7168
議場・議会事務局は、千早赤阪村役場庁舎３階

議
会
だ
よ
り「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」
２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
11
月
１
日
発
行
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雑

感

ぎ
か
い
の
窓

議会を傍聴しませんか


